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戦時資料を見つめ直す
各務原市教育委員会教育長iS 根靖臣

各務原市歴史民俗資料館は、昭和45年7月蘇原支所内に設置されて以来、事務所を度々 
移転しながらも、市域の歴史•民俗資料を収集•保管し、市民の教育、学術及び文化の 
発展に努めてきました。この間、『各務原市史』『各務原の歴史』などの刊行物をまとめ 
てきましたが、中でも戦時体験シリーズ3作（『各務原市民の戦時体験』『各務原市民の 
戦時写真』『各務原市民の戦時記録』）は、勤労動員や空襲などの実体験を市民が語り伝 
えるものとして、内外から好評を得ています。
さて、本年度は各務東町の宇野尹久子さんから158点の資料提供がありました。先に寄 

贈された資料と合わせますと、その数は1,500点余になると聞いております。明治期以 
来の公文書•私文書から成る宇野家の文書は、各務原の近代史を研究していく上で欠か 
すことができない資料群になると思われます。
ここにまとめられました資料調査報告書は、今回新たに寄贈された宇野家文書を整理 
して目録化するとともに、特色ある資料を取り出して、その内容を読みとり、解説を付 
けることにも主眼が置かれました。紹介されている競馬関係資料や戦地から送られてき 
た軍事郵便は、昭和初期における人々のくらしを語りつぐものとして、重要な「史料」 
となります。
来年は戦後60年という記念すべき年です。昭和20年に生を受けた者が還暦を迎えるわ 
けで、戦時中の話を直接うかがうことは年々難しくなります。わたくしたちが民主的で 
平和的な国家を形成していくためにも、戦争の話を風化させることなく、戦時資料を見 
つめ直していくことは必要であると思います。昭和初期の資料を収集することは、こう 
いう点において意義のあることです。
なお、本書の「史料」は写真や解読文の形で掲載されています。木曾川学や近代史研 

究の素材として、或いは学校の教材として活用していただければ幸いです。
最後になりましたが、資料を寄贈していただきました宇野尹久子さんには、厚く感謝を 
申し上げ、巻頭のご挨拶にさせていただきます。



例 言
I .本資料目録は、平成14年度に刊行した「各務原市文書史料目録七」に続くもので、「宇 
野尹久子家文書」の補遺を目録化して掲載しました。

2.「文書史料目録八」について
(1) 本文書史料目録に掲載した文書史料は、宇野尹久子家文書(158点)です。
(2) 本文書史料目録は、岐阜県歴史資料館の史料分類例により、次の項目に従って分類 

整理しました。
◊近代史料の分類(原則として明治元年〜昭和20年)
①国と県関係②土地関係③租税関係④村関係⑤土木水利関係 
⑥勧業関係⑦運輸関係⑧社会関係⑨社寺教育関係 
◊私文書史料(近世•近代とも)
①家関係②家産関係③生活と文化

(3) 史料の掲載は、年次•資料名•備考の順です。年次は、分かる範囲内で年号及び月 
日を入れることとし、年号等未詳のものは不明のまま掲載しました。数量について 
は複数あるもののみ資料名の次に掲載しました。

(4) 表題は、原文書に明記してあるものはそのまま掲載しましたが、内容を示すため、
( )で囲んだり整理担当者で仮表題を付けたものもあります。特に手紙や葉書
は用件を付して、内容が分かるようにしました。

3.史料編について
(1) 「宇野尹久子家文書」のうち競馬関係資料と軍事郵便を抽出しました。資料番号は、 

目録の通番と符合します。なお、解説では資料の通番を「□号文書」と表記しまし 
た。例えば、8番の資料を解説で引用する場合は、「8号文書」となります。

(2) 内容や形式で特色がある資料は、はじめに写真を掲載し、次に解読文を入れる構成 
にしました。

(3) 解読文には、適宜句読点を付して読みやすくしました。また旧字体は常用漢字に、 
変体仮名等は現代仮名に改めました。

(4) 資料に誤字•脱字がある場合は、傍注に正字や欠落した字を入れました。
(5) 資料の意味不明な部分には傍注に(ママ)を付しました。
(6) 資料の傷みで判読が難しい部分は、［(不明)］と表記しました。
(7) 資料の作成時期が分かるものについては、傍注に年号を付して、前後関係が判断で 

きるようにしました。
(8) 必要に応じて、資料の末尾に注釈を入れました。

4.この史料目録の作成は、各務原市歴史民俗資料館の大森利博•蓑島一美• 
藤吉勝彦•松岡初美•佐伯晴美が担当しました。

鳥居進

表紙の写真について
上水車屋の引札(作成年月日未詳)
下戦前の宇野家住宅(撮影年月日未詳) 2枚とも宇野尹久子さん所蔵
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文書史料目録八

史料解説
庶民史料が語る昭和初期のくらし

(1) 宇野領三のこと
(2) 地方競馬の始まり
(3) 種牡馬検査の実施
(4) 各務原競馬場の消長
(5) 競走馬の入手方法
(6) 軍事郵便

2.史料目録

宇野尹久子家文書



庶民史料が語る昭和初期のくらし

馬の定期検査風景（各務東町宇野尹久子さん所蔵）

今回「補遺」という形で収蔵した宇野尹久子家文書は158点になります。昨年度紹介し 
た資料829点と合わせると、その総数は987点になります。尹久子さんの舅にあたる領三 
と夫人の志津恵（静枝•静fとも書く）が、明治期から昭和初期にかけて残した資料から成り立 
つています。
その中でも、競馬関係の資料と軍事郵便は、各務原市の地域的な特色を表すとともに、戦 
時資料を補完するものとして特筆できます。同家の「史料」をもとにしながら、昭和初期 
のくらしについて概観してみましよう。

：1）宇野領三のこと
何頭かの馬が集まっている上の写真は、建造物の特徴から「岐 
阜県物産館」前で撮影されたものと思われます。現在の岐阜総合 
庁舎（岐阜市司町）付近にあたるわけですが、残念ながら撮影時 
期は分かりません。宇野尹久子さんの話によれば、舅の宇野領三 
（1896〜1994）が若いころに撮影した写真のようです。
宇野領三は明治29年（1896）各務村で生まれ、父鶴吉の跡を 
継いで呉服商「水車屋」を経営しました。商いは呉服だけにとど 
まらず、味噌、雑貨、煙草なども扱い、村唯-の商店として栄え 
たといいます。
昭和14年ころに作成された掛売帳（表紙は無題）から、当時の得

意先と掛売状況を知ることができます（別表資料参照）。 
水車屋の得意先軒数は327、掛売の実績は7,600円余 
になっていました。掛売というのは、月末か盆•暮れ 
に集金する商売のやり方です。いわゆる「信用販売」 
を行っていました。したがって、身近な各務村の人を 
相手に商売することが多かったでしょうし、村の人も 
水車屋を頼りにすることがあったようです。例えば、 
別表の138番（個人）は、20円の付けを支払うことが 
できず、麦-俵の現物で代納しています。得意先が困 
っているときは相談に応じて、無理な取り立てをしな 
かったのです。決済完了が37%と少ないのは、このよ 
うな商売を行っていたからでしょうか。
しかし、領二の人望は厚く、昭和3年（1928）から 

村会議員、同8年から村土木委員となり、村政にも力 
を尽くしました。その傍らで、競走馬の飼育やレース 
に興味をもち、馬を入手し始めたといいます。では、 
どのように関わっていたのか見てみましよう。

11宇野領三が所持していた馬籍等の書類
時期 馬名 年齢 性別 書類 交付者
大正14年 第二春駒号 1 牡 馬匹血統書 青森県三戸郡
大正15年 平屋号 1 牡 血統証明書 福島種馬所
昭和3年 森ノ奥号 11 不詳 返還ノ通牒 留守第•:師団

浦川号 1 牡 馬籍 岩手県九戸郡
昭和4年 第二春駒号 5 _ 馬籍 稲葉郡各務村

第二長松号 1 牡 血統証明書 宮城県種馬所
昭和5年 早風号 4 不詳 売却委托書 宇野領三
昭和8年 中勇号 3 牡 馬籍 揖斐郡大野町外

（2）地方競馬の始まり
宇野尹久子家文書にある、馬の血統を記した書類を 

分析してみると、領三は大正末期から昭和初期にかけて、 
競走馬の購入と飼育に力を入れていたことが分かります。

馬籍は、大正10年（1921） 
に制定された「馬籍法」により、 
市町村長の管掌事務として作 
成されることになったもので、 
いわば「馬の戸籍」にあたり 
ます。その様式は、第3条に 
示されているように、馬の名称、 
性、種類、毛色、特徴、産地 
などを記載しました。そして 
馬の所有者や飼養場所となる

市町村に変更があったときは、その発生から30日以内に当該市町村に届け出ることが義 
務づけられたのです（第9条）。
馬籍法（抄）
第1条馬籍二関スル事務ハ市町村長之ヲ管掌ス
第2条馬籍ハ命令ノ定ムル所二依リ市町村内二於テ飼養スル馬二付一頭毎二之ヲ作ル 
馬籍ハ編綴シテ帳簿卜為ス

(
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第3条馬籍ニハ馬二付左ノ事項ヲ記載ス
1名称2性3種類4毛色5特徴6産地7生年月日8体格9飼養場所 
10所有者ノ氏名名称11所有者ノ住所又ハ居所12管理人アルトキハ管理人ノ氏名名称及住 
所又ハ居所13履歴
第4条前条ノ規定二依ル馬籍ノ記載ハ届出二依リ之ヲ為ス、但シ体格ノ記載ハ明ケ三歳以上ノ馬二 
付第11条ノ検査ノ結果二依リ之ヲ為ス 
⑽）
第8条馬出生シタルトキ又ハ本法ノ適用ヲ受ケサル馬其ノ適用ヲ受クルニ至リタルトキハ其ノ所有 
者ハ其ノ日ヨリ起算シ30日以内二第3条第1号乃至第7号及第9号乃至第13号二掲クル事項ヲ其 
ノ馬籍ヲ管掌スル市町村長二届出ツヘシ
第9条左ノ各号ノーニ該当スルトキハ馬ノ所有者ハ其ノ日ヨリ起算シ30日以内二其ノ旨ヲ其ノ馬 
籍ヲ管掌スル市町村長二届出ツヘシ、但シ第4号二該当スル場合二在リテハ其ノ際ノ所有者ヨリ届 
出ツヘシ
1馬ヲ所有スルニ至リタルトキ 
2馬ノ飼養場所ヲ他ノ市町村ヨリ移シタルトキ 
3 馬死亡シタルトキ
4第15条第3号二該当スルニ至リタル場合ヲ除クノ外本法ノ適用ヲ受クル馬其ノ適用ヲ受ケサ 
ルニ至1Jタルトキ
5前4号二掲クル場合ヲ除クノ外馬籍二関シ届出ヲ要スル事項二変更アリタルトキ 
前項第1号又ハ第2号二該当スル場合二於ケル届出ニハ命令ノ定ムル場合ヲ除クノ外馬籍謄本ヲ 
添付スヘシ 

（略）
第15条本法ハ左ノ各号ノ -二該当スル馬二付、之ヲ適用セス 
1国ノ所有二係ルモノ
2陸軍軍人ノ所有二係ルモノニシテ其ノ職務上要スルモノ 
3 明ケ三十歳以上ノモノ 
（以下略） （大正10年4月28日の法律第95号により制定）

宇野家における-番古い馬籍は、昭和4年（1929）10月22日に各務村長澤井達之進が交 
付した「第二春駒号」の馬籍謄本です（資料調査報告書第27号馬の所有者は宇野領三で、履 
歴には同年9月16日各務村の柴山浜治から購入したとあります。所有者の変更によって、 
馬籍を作成する要件がこのとき発生したのです。第二春駒号は、父を「内国産洋馬西谷」 
としながらも、母が「雑種春駒」であったため、「雑種」として扱われました。
同じ馬名の馬匹血統書が、大正14年5月26日、青森県三戸郡八戸産馬畜産組合から発 
行されています（138号文書）。2つの第二春駒号は、両親や生年月日（大正I3年3月27日〕が一 
致することから、同一の馬と見て間違いないでしょう。領三が馬を購入する際、血統が分 
かる資料として添付されてきたものであると思われます。ただ、馬匹血統書は産地を青森 
県としているのに対し、馬籍謄本の方は北海道としています。また牡馬として生まれたも 
のが、「_」=去勢馬にされています。2つの書類を比較すると、幾つかの相違点が見ら 
れますが、何故そうなったのか、経緯はよく分かりません。

この時期は、昭和2年に地方競馬規則が制定されて、洋式競馬に倣った競馬場が各地に 
設置されたころと符合します。岐阜県では恵那郡中津町と海津郡高須町の2ヶ所に設けら 
れました。領三のもとにも、中津町競馬グランドで開催する、昭和4年秋季競馬会の番組 
表が送られて、所有馬の出走を勧めらています（144号文書）。領三の競走馬飼育が、いよい 
よ本格的になってきたことを示しています。したがって、冒頭の写真に見られる光景は競 
走馬の集まりと思われますが、いったい何が行われたのでしょうか

（3）種牡馬検査の実施
岐阜県は昭和6年8月26日「定期種牡馬検査」を実施すると告示しました（県告示第396号）。 

種牡馬に限定しているのは、血統馬の種付け状況を確認し促進していく必要があったから 
です。検査の期日と場所は表2のとおりでした。
各務村の場合、最寄りの検査場所は岐阜市司町になります。写真の光景は、この検査時 
の一場面と考えられますが、残念ながら確証はありません。
地方競馬規則は、馬の改良増殖と馬事思想向上を目的として公布されたものです。競馬 
開催にかかわる認可権は地方長官である県知事にありました。県知事としても、馬匹改良 
と増殖を目指した種牡馬の検査を定期的に実施し、軍の徴用に足る馬を増産しなければな 
りませんでした。この一枚の写真は、こうした昭和初期の世相を物語っていると言えます。

表2検査の期日と場所
9月2 5日午前

2 6日午後
2 9日午前

岐阜市司町
郡上郡八幡町
武儀郡関町

2 5日午後
2 7日午後
3 0日午後

大垣市藤江町
郡上郡白鳥町
患那郡中津町

10月1日午後
3日午前
5日午後

益田郡萩原町
大野郡高山町
吉城郡船津町

2日午前
4日午前

大野郡久々野村
大野郡清見村

（4）各務原競馬場の消長
各務原には昭和6年から昭和13年まで競馬場が設置されていました。『地方競馬史』第- 

巻によると、競馬場設置の背景には、清水東一という人物が中心となって、岐阜市付近に 
競馬場を設置しようとする運動があったといいます。当初は宮崎競馬場を各務原に誘致し 
て公認競馬場にする予定でした。しかし、種々の政治問題が絡んで不調に終わったため、 
方針を経営不振の高須競馬場を買収することに変えて交渉を進めました。この交渉も地元 
の反対にあいましたが、何とか成功し、昭和6年、近代的競馬場が設置されるに至りました。
昭和10年に発行された名岐鉄道全線名勝鳥瞰図には、苧ヶ瀬駅の南に競馬場が描かれて 
います。この年の各務原競馬場は、春秋各4日間の開催で22万人余の入場者がありました。 
1日平均で2万8,000人の入場者を集めたことになりますが、この数字から当時の人気の 
程をうかがうことができます。
入場者数に加えて、この時期の出走馬数もピークを迎えます。昭和10年と11年は、ど 
ちらも延べ388頭の馬が出走しています。宇野家文書にある「昭和11年春季各務原競 
馬会登録馬血統一覧表」（148号文書）をもとにして、当時の競走馬の産地や年齢構成を調べ



競馬開催期間は年2回ありましたが、馬に負担がかからないことを考えて、たいていは 
競馬場の近くに飼育場所が設けられました。付近の農家が敷地内に厩舎を建てて、飼養の 
便宜を図ったという話を聞きます。競馬開催前は、農家にとっても臨時の収入が得られる 
絶好の機会であったようです。
このように、200頭を超す登録馬によって各務原の競馬は成り立っていました。ちなみ 
に宇野領三は昭和11年段階で「ダイニイチヒメ」という内国産洋馬（牝馬）を所有して 
いました（148号文書、45番の馬）。まだ4歳の若い馬です。各務原における戦績は分かりませ 
んが、翌12年11月21日に行われた秋季笠松競馬会では第7レースにおいて優勝し、賞 
金110円を獲得しました。
しかし、各務原競馬の隆盛は一時的にしか続きませんでした。昭和14年の軍馬資源保護 

法制定により、県内の競馬場は1ヶ所のみとなり、各務原競馬場は笠松へ統合されること 
になったのです。

（5）競走馬の入手方法
領三の競走馬入手方法は、購入と借用の二通りがありました。購入は、馬の所有者に交 
渉して代金を支払うというものであり、借用は軍の貸付馬を借り受けるというものでした。
はじめに購入による入手方法を見てみましょう。
前述した第二春駒号は昭和4年9月ころ、領三が購入した5歳馬です。同じ時期、早風 

号という馬にも関心があったようで、牛馬商の野村安吉から千円で売却できるという知ら 
せを受けています（26号文書）。北海道産の3歳馬でしたから、競走馬としてこれから飼養し 
ていこうと思っていたのでしょうか。この馬は程なく領三のもとに届けられましたが、翌 
5年3月、再び売りに出されます。領三は、早風号を同年6月30日までに交換及び売買 
するよう野村安吉に委託したのです（28号.29号文身）。委託文書に金額が記載されていない 
のは、売却が決まった時点で書き入れることにしたのでしょう。さらに、早風号を預かっ 
た証拠として、野村は金額が記載されていない借用金証書を残したものと思われます。入 
手したばかりの若い馬を手放す理由は、残念ながら判然としません。競走能力がある馬に 
換えようとしたのか、それとも売却利益を得ようとしたのか。このあたりが理由ではない 
かと思われます。
昭和9年7月、岐阜県畜産組合連合会は、地方競馬出走を目的として新馬を購入すると 
きは金100円以内の奨励金を交付すると郡畜産組合に通知しました（8号文初。購買予定の 
馬は、宮崎県産及び鹿児島県産とし、一頭あたり400円になると伝えたのです。さらに同 
年9月の追加文書によって、購入金400円を前もって納入するよう言い渡しました（9号文 
書）。領三が、奨励金を受けて新馬購入に踏み切ったかどうかは分かりませんが、前述の「ダ 
イニイチヒメ」は鹿児島県産であることから、このときに同馬を購入したと考えることも 
できます。いずれにせよ、競馬場の主催者である岐阜県畜産組合連合会は、馬事思想の普 
及と発達を図るために、このような促進策を講じ、競馬場を運営していたのです。
次に、軍の貸付馬について見てみましょう。

てみると、グラフ1、グラフ2のようにな 
ります。
まず、昭和11年段階における各務原競馬 

会の登録馬数は208頭に及んでいます。こ 
れを産地別にみると、北海道が圧倒的に多く、 
その数は123頭で全体の59%を占めてい 
ます。道内でも静内郡産が16頭もあり、 
他を圧倒していました。このあとに鹿児島県、 
宮崎県といった九州勢が続きました。
次に、牡•牝別の年齢構成をみると、ど 
ちらも4、5歳馬が多く登録されていたこ 
とが分かります。地方競馬規則の第9条は、 
出走馬の年齢を原則として4歳から7歳ま 
でと定めました。したがって8歳馬23頭、 
9歳馬9頭の登録については、この原則に 
あてはまらないことになります。第9条は、 
明け8歳以上の馬は地方長官の認可をうけ、 
さらに競馬場所在の府県内に出走日まで引 
き続き3ヶ月以上飼育した場合に限り、出 
走を可としました。条件付きの年齢許容範 
囲があったわけです。

グラフ1登録馬の産地

I北海道 
■鹿児島県 
■宮崎県 
青森県 
■岩手県 
■福島県 
■宮城県 
秋田県 
■千葉県 
|栃木県

グラフ2登録馬の年齢

liuu
4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳

名岐鉄道全線名勝鳥瞰図の一部



昭和2年、領三は野砲兵第三連隊から森ノ奥号という10歳になる馬を借り受けていまし 
た。しかし前肢の怪我により使役に耐えられない事情が発生したため、翌3年9月領三は 
貸し主に獣医の来診を依頼します（18号文書）。この依頼を受けて、野砲兵第三連隊は、留守 
第三師団長曽田孝一郎に所属獣医の出張を申請しましたが、これは認可されず、「使役二 
堪へサルモノトセハ、返還ノ手続ヲ採ルコト」と逆に命じられました。さらに領三の書類 
申請が、筋を通していなかったため、「本人一市町村一警察一管理者」という順で書類を 
取り扱うように指示されました（19号文書）。結局、領三の申請は叶えられず、森ノ奥号は同 
年11月村役場へ返還することになりました（2〇号文書）。この馬が何のために貸し出された 

のか分からない点もありますが、おそらく軍馬の鍛錬が 
目的であったと思われます。領三は、森ノ奥号を借り受 
けて、競馬に参加することを考え始めていたのではない 
でしようか。
このように、同一の馬を長期にわたって飼養することは 

なく、購入や借用によって、新しいものに替えていった 
のです。しかし、領三の馬所有に関する史料は、各務原 
競馬場の廃止以降、何も残っていません。領三の競馬熱は、 
軍靴の音が大きくなるにつれて、次第に冷めていったも 
のと思われます。しかし、左のような愛蔵の絵馬を時々 
出しては近所の人と談笑したといいますから、どこかで 
競馬のことを懐かしく思っていたのかもしれません。

（6）軍事郵便
一方、領二の夫人志津恵は、

）ハ

出征した実弟の清水正之や正之の上官にあたる人物から、 
何通かの手紙を送られています。これらは「軍事郵便」 
と呼ばれるもので、姉弟の間で頻繁に連絡を取り合って 
いたことが分かります。ちなみに戦地から内地へ宛てた 
場合の基本料金は、封書4銭•葉書2銭でしたが、「軍 
事郵便」は無料扱いでした。
郵便物の文面から、正之は、昭和13年（1938）の徴 

兵で陸軍に入隊し、朝鮮半島や中国東北部に駐留してい 
たと思われます。昭和2年公布の兵役法は、陸軍の現役 
服務期間を2年と規定しましたが、このころは3年間に 
延長されていたようです。正之は、内地をしばらく離れ 
て、兵役に服さなければなりませんでした。
配属は、①朝鮮平壌藤本部隊草野隊、②龍江省（黒竜 
江省）嫩江服部部隊杉山隊、③龍江省嫩江江口部隊、④ 
黒河省#、呉大里部隊柳生隊と変わりました。服部部隊に

転属したとき、「三年兵を送り出して初年兵を迎へて見ると入隊したのがつい先達ての様 
な気がします」と姉に伝えています（45号文書）。また江口部隊に移ってからも、「私達も六 
月一日付をもって陸軍歩兵一等兵に進級し、又二十二日で一期の検閲も済、又幾分楽にな 
りました」と葉書で知らせています。新兵の時期は、相当気を遣っていたのでしょう。後 
輩の新兵が入隊し、自身が一等兵に進級して、ようやく楽な気持ちになったと吐露してい 
ます。正之の隊は、2期目に機関銃の扱い方を、3期目に通信方法を訓練させたようです 
（57号文書）。

このような弟を心配して、姉の志津恵は所属の部隊長や班長の名前を聞き出しては、慰 
問の品物を送り、弟に対する指導•援助について依頼をしたと思われます（45号文寿）。
草野隊の伊東忠雄は、正之の兵役に励む姿を「壮健にて第一線の歩哨に鉄帽の姿勇まし 

く」と賞しながらも、「御厚志有難く頂戴致しましたが、爾後は斯かる品物を」送らない 
ようにと返事してきました（40号文書）。夫の領三が「水車屋」を営み、物資を入手しやすい 
環境にありましたから、煙草や食料品などを送ることができたのでしょう。志津恵は弟の 
配属がかわる度に慰問の品物を部隊へ送りました。江口部隊は「遠路わざわざ御書面並小 
包迄御送付下され、有難く頂戴仕り幹部揃って美味しく戴きました」と礼を述べ、正之の 
様子を「今では一人前の兵隊さんになり、さらに武技の練磨に邁進中」につき安心してほ 
しいと伝えました（56号文書）。同部隊の杉山三男も、志津恵あてに正之の活躍を知らせる手 
紙を送りました（57号文書.60号文書）。上官から弟の近況を聞いては、ほっと胸をなで下ろす 
姉の姿が目に浮かぶようです。
正之は、大きな戦闘に巻き込まれることなく除隊の日を迎えることができました。58号 
文書は、除隊後の就職について正之自身の希望を伝えた手紙です。まだ決めかねている面 
もありますが、「就職の件は既に東京の兄や国元の親に依頼してある如く私の意も在満」 
と知らせているように、満州で働くことが正之の本意であったと思われます。軍部の力で

日本の支配地域が拡大したころのことです。 
新たな仕事を大陸に求めることが、若い人 
たちの大志であったかもしれません。
姉の志津恵は、弟から「一層の御自愛を 
祈ります」と心配されているように、この 
ころ体調を崩してしまい、昭和15年12月 
6日、帰らぬ人となりました。享年40歳、 
あまりにも若すぎる死でした。

清水正之の配属先関係図



各務村水車屋の得意先掛売状況（昭和!4年当時）
得意先 掛売金額 覚え書き 决済の確認 入金額

領収済みの有無

1 35,555 不足
2 29,950 不足内1円入る 1，000

3 6,170 不足
4 2,500 不足
5 9,020 不足内5円入る 5,000

6 56,770 内16円77銭入る 16,770

7 43,860

8 13,080

9 15,650 有 15,650

10 1，480

11 5,030
12 25,800 内10円入る 10,000

13 12,280 有 12,280

14 1,070

15 64,940

16 47,060

17 3,730 有 3,730

18 16.000 有 16,000

19 4.270 有 4,270

20 19,310 有 19,310

21 12,250 有 12,250

22 3.000 有 3,000

23 19,670 有 19,670

24 1,370 有 1,370

25 690 有 690

26 4,030 有 4,030

27 82,460 有 82,460

28 11,490 有 11，490

29 13,150 有 13,150

30 12,110 有 12,110

31 2,200 有 2,200

32 268,550 有 268,550

33 1，280
34 870 有 870

35 255，110 有 255,110

計 1,101,755 790,960

36 1，500 不足
37 18,440 不足
38 5,000
39 25.118 不足
40 19,600 不足
41 12,220 不足
42 28,580 不足

3,240

43 9,290 不足
44 36,370 不足内10円入る 10.000

45 1,490 不足 有 1,490

46 14.230 不足内5円入る 5,000

47 13.720 不足 有 13,720

48 25.000 イく足内5円入る 5,000

49 18.040 不足内5円人る 5,000

50 13.150 イく足内10I1〗入る 10,000

51 1 43.070 不足内10円入る 10.000

会 本

52 6.100 不足内3円入る 3.000
53 3,950 有 3,950
54 7,830 有 7,830
55 3,880 有 3.880
56 6,400 有 6,400
57 29,380 有 29,380
58 530 有 530
59 10,150 有 10,150
60 2,840 有 2.840
61 2,990 有 2,990
62 3,680 有 3,680
63 4,150 有 4.150
64 770 有 770
65 4,100 有 4,100

小 計 374,808 143,860 回収率38
北 島 66 39,330 不足内2円50銭入る 2,500

67 11,470 不足内5円入る 5,000
68 7,030 不足 有 7,030
69 29,700 不足
70 15,320 不足
71 4,750 不足
小学校
72 25,210 不足内20円入る 20,000
73 4,200
74 6,960 不足
75 5,350 有 5,350

役場
74 18,965 内10円入る 10.000
75 10,220
76 30,320 内5円入る 5.000
77 20,980 イf 20,980
78 8,420 有 8,420

4,500 有 4,500
79 3,970 ィ!. 3,970
80 19,210 内17円50銭入る 17,500
81 18,310 有 18,310
82 22，100 右 22,100
83 12,060 有 12,060
84 22,280 心 22,280
85 4，170
86 3,320 3,320
87 741,450 不足内80I1!入る 80,000
88 28,040 28,040
89 35,390 有 35,390
90 28,820 有 28,820
91 300 イi 300
92 15,480 有 15,480
93 21，490 有 21，490
94 17,750 有 17,750
95 800 有 800
96 5,880 有 5,880
97 3,820 有 3,820
98 1,880 有 1,880
99 8,410 有 8,410
100 2,810 ィ/ 2,810
101 5,920

102 有



103 99,240 内60円入る 60,000

104 18,300

小 計 1,383,925 496,690 回収率36
宮 前 105 82,955 不足

106 93,620 不足
107 218,000 不足

26,270 不足
108 4,210 不足
109 24,920 不足
110 18.600 内5円入る 5,000

111 40.000 内10円入る 10,000

112 6,640 不足 有 6,640

113 1，580 有 1,580

114 13,480 有 13,480

115 1，270 有 1,270

116 8,480 有 8,480

117 30
118 20,010 有 20,010

119 6,580 有 6,580

120 3,850 有 3,850

121 10,270 有 10,270

122 8,880 有 8,880

123 14,910 有 14,910

124 160 有 160

125 8,080 有 8,080

126 5.030 有 5,030

127 13,990 有 13,990

128 800 有 800

129 39,320 有 39,320

130 8.580 有 8,580

131 83,350 内25円入る 25,000

小 計 763,865 211,910 回収率28
洞 132 12,370 内5円37銭入る 5,370

133 37,000 不足
134 10.840 不足
135 56,350 不足
136 39,790 不足内1円50銭入る 1，500

137 54,180 内11円60銭入る 11,600

138 27,990 不足内10円入る 10,000

20,000 無K内麦-俵入る
139 9,760 有 9,760

140 2,300 不足
141 800 有 800

142 53,350 内30円入る 30,000

143 1,000 有 1,000

144 7,500 有 7,500

145 61,900 内45円入る 45,000

146 4.950 有 4,950

147 有
148 5,520 有 5,520

149 280 有 280

150 65,830 有 65.830

151 8,400 有 8,400

152 14,540 有 14,540

153 17.080 有 17,080

154 10.850 有 10,850

155 10,770 有 10,770

156 11，180 有 11.180
157 320 有 320
158 10,520 有 10,520
159 29,960
160 20,720 有 20.720
161 6,470 有 6,470
162 2，190
163 5,410 有 5.410
164 3,440 有 3,440
165 5,640 有 5,640
166 17,430 有 17.430
167 720 有 720
168 530 有 530
169 250 有 250
170 150 有 150
171 1,740 有 1.740
172 3,660 有 3.660
173 3,300 有 3,300
174 5，130 有 5.130
175 7,090 有 7,090
176 7.080 有 7.080
177 2,420 有 2,420

計 678,700 373,950 回収率55
178 53,315 不足
179 9,850 不足内80銭入る 800
180 82,500 不足
181 3,000
182 26,660 不足
183 30,530 不足
184 45,355 不足
185 5,850 不足
186 101,710 不足

2，150
187 11,100
188 20,085 不足
189 18,870 不足
190 7,450 有 7,450
191 5,480 不足 打 5,480
192 9,920 内5円入る 5,000
193 5,640 5,640
194 23,570 ィ!- 23,570
195
196 9,130 有 9,130
197 8,590 有 8,590
198 27,630 有 27,630
199 7,640 有 7,640
200 2，130 不足 有 2，130
201 4,770 有 4,770
202 1,340 イf 1,340
203 7,840 有 7,840
204 9,000 有 9,000
205 22,900 有 22,900
206 1,190 有 1,190
207 17,480 有 17,480
208 49,920 内40円入る 40,000
209 4,570 有 4,570
210 24,240 有 24,240



211 2,710 有 2,710

212 520 有 520

213 3,250
214 5,560 有 5,560

215 1,430 有 1，430

216 4,690 有 4,690

外二 150 車や分 有 150

217 21,740 有 21.740

218 233,760

219 9,880 有 9,880

220 560 有 560

221 290

小 計 945,945 283,630 回収率30
木子（木戸） 222 8,400 不足

223 6,500
224 30.000 不足

13.650
225 153,310 不足

380

226
227 5,890 内2円50銭人る 2,500

228 35,480 有 35,480

229 18,860
230 35.310 有 35,310

231 6,010 有 6,010

232 93，130 内23円13銭入る 23，130

233 15.450 有 15,450

234 23，190 有 23,190

235 24,730 有 24,730

236 10.120 有 10,120

237 1,370 有 1，370

238 37,140 有 37,140

239 7,870 有 7,870

240 17,680

木-了-組 200 有 200

241 890 有 890

小 計 545,560 223,390 回収率41
カイス池 242 21，975 不足

243 2,910

244 86,020
245 23.390

10.930
246 25,280

247 59.000
248 33,860 不足
249 9,400 有 9.400

250 23,770 内15円入る 15,000

251 6,780 有 6,780

252 2,920
253 2.000 有 2,000

254 2,200 有 2,200

255 7.700 有 7,700

256 12.060
257 20,000 有 20,000
258 4.000 有 4,000

259 20,610 有 20,610
260 1，710 有 1,710

"1261 1,470 有 1.470
小 計 377,985 90,870 回収率24

山之前 262 25,000 不足内2円入る 2,000
263 14.755 不足内2円入る 2.000
264 4，150 不足
265 56.710 不足内64銭小麦分引
266 5.500 内20銭人る 200
267 9,000

小 計 115,115 4,200 回収率4
西 組 268 5,000 不足

回収率39

269 4,950 不足
270 30,040
271 2,350
272 4,390 不足
273 26,410 内10円入る 10,000
274 27,780 内10円入る 10,000
275 22,590 不足内10IM入る 10,000
276 400 有 400
277 1,900 有 1.900
278 10,430
279 2,250 有 2,250
280 6,200 有 6,200
281 4,000 有 4,000
282 3,000
283 9,790 有 9,790

1,000 コート仕立代 有 1.000
284 10,130 有 10.130
285 1,500 イf 1,500

小 計 174,110 67,170
雑 所 286 10,340 不足

287 21，200 不足内50銭 500
288 5,240 不足
289 2,900 不足
290 180
291 3,900 不足
292 74,485 不足
293 77,320 不足

2,450
7,200

26,000
294 675
295 31,000 不足
296 4,300 ^不足
297 187,940 不足

61,800 十二年之分
298
299 73，140 内30円入る 30,000
300 13,485 不足
301 9,000
302 700
303 10,280
304 7,000
305 10,830 不足
306 15,100 有 15,100
307 9,090 有 9,090
308 28,240 有 28,240
309

. 一



310 23,040 有 23,040

311 39，130

312 273,240

313 21，310 不足内5円入る 5,000

314 43,940

315 有
316 7,750 有 7.750

317 8,020 有 8,020

318 1,430
319 29.110 有 29,110

320 11,050 有 11，050

小 計 1,151,815 166,900

合 計 7,613,583
一- - - - - - - - - - - - - - - - ^ 2,853,530

宇野尹久子家文書

注この掛売帳に記載されている個人名はすべて番号にした。小学校、役場及び組の名称は原本のままとした。

番号 年 月 資料 名 保 考

国と県関係
1 年未詳 郵便規則変更の案内 逓信省

租税関係
2 昭和3年4月10日 昭和2年度相続税（18円84銭）領収証書 岐阜県各務郵便局長から宇野領三あて
3 昭和3年4月10日 昭和2年度相続税（19円66銭）領収証書 岐阜県各務郵便局長から宇野領三あて
4 昭和8年 昭和8年度県税•村税など領収証（一括7通）

村関係
5 昭和3年6月8日 各務村会議員当選告知書（発第1063号） 各務村長澤井達之進から宇野領三あて
6 昭和4年11月12日 各務村議会議案綴り 第39号役場敷地ヲ道路敷地二上地スルノ件ほか

勧業関係
7 昭和6年4月22日 稲葉煙草小売組合総会議案
8 昭和9年7月16日 地方競馬出走新馬購入二関スル件（畜連第184号） 岐阜県畜産組合連合会から郡畜産組合あて
9 昭和9年9月4日 地方競馬出走新馬購入二関スル件（畜連第184ノ1号） 岐阜県畜産組合連合会から郡畜産組合あて

運輸関係
10 昭和14年6月 各務ヶ原線時刻表 名古屋鉄道株式会社長住町一新鵜沼間
11 昭和14年12月 西部線時刻表 名古屋鉄道株式会社

社寺教育関係
12 昭和13年10月 岐阜県下中等学校連合演習の際薬英二発紛失につき届書 五年一組宇野俊道から岐阜商業学校長片山顆一あて
13 昭和15年9月9日 農業部第四学年育雛実習の実施につき通知 財団法人瀧実業学校長中川哲志朗から関係保証人あて
14 昭和15年 愛知県犬山高等女学校校友会領収書 宇野千恵子あて
15 年未詳 静岡県立農事試験場本場概覧

家関係
16 大正9年10月26日以降 手帳（所有者辟關葉郡各_觸m-um宇野良三）

家産関係
17 昭和3年1月1日 金員借用証書（金450円） 足立三郎から宇野領三あて
18 昭和3年9月30日 貸付予備馬罹病二付獣医来診ノ件 宇野領三（借受人）から名古屋野砲兵補充隊長蒔崎芳一あて《1
19 昭和3年10月2日 貸付馬診断為出張致度件申請 野砲兵第三連隊補充隊長藤崎芳一から留守第三師団長

曽田孝一郎あて、指令の付箋あり※之

20 昭和3年11月15日 貸付予備馬返還ノ件通牒（留三獣発第320号） 留守第三師団参謀長から宇野領三あて
21 昭和4年1月17日 電信為替金受領証書（金500円）
22 昭和4年1月17日 電信為替金受領証書（金100円）
23 昭和4年1月17日 電信為替金受領証書（金500円）
24 昭和4年2月14日 入金通知書（金220円） 各務信用購買販売組合から宇野a吉あて
25 昭和4年6月15日 領収書（金45円24銭） 各務信用購販組合から宇野鶴吉あて
26 昭和4年9月24日 売渡書（栗毛三才馬早風号千円にて売却仕り候） 野村安吉から宇野領三あて
27 昭和4年 貸付金利子納付の通知書 各務産業組合から宇野鶴吉あて
28 昭和5年3月17日 借用金証書（金額未記入） 野村安吉から宇野領三あて
29 昭和5年3月17日 馬（早風号）の売却につき委托書（金額未記入） 野村安吉から宇野領三あて
30 昭和4年1月29日 領収書（金100円） 各務信用購買販売組合から宇野鶴吉あて



宇野尹久子家文書

番号 資 料 名 備 考

31昭和5年6月16日領収書（金31円23銭）
32昭和9年10月18日競走新馬購入残金返却ノ件通知

33 （年未詳）12月24日赤口ーイカリ五十目など注文書

34年未詳 北陸視察不足分金1円44銭など納入通知書

各務信用購買販売組合から宇野鶴吉あて 
岐阜県畜産組合連合会 
宇野丑吉から美園町人勘あて 
宇野領三あて（農業調査表の裏面使用）

生活と文化関係
35昭和16年3月8日故陸軍上等兵杉山浩道君村葬式次第
36年未詳 倉知村氏神祭典の案内状
37 （年未詳）11年5月11日人馬共に無事到着につき葉書
38昭和3年10月20日印手紙（村上特務曹長から宇野領市（ママ）あて）

野砲兵第三連隊補充隊村上特務曹長名の封筒あり 
39昭和4年10月9日貸付馬二関スル件通知（別紙欠）

40昭和13年9月22日慰問の御厚志に対して礼状 
41昭和14年1月1日年賀状 
42昭和14年1月 年賀状
43昭和14年4月8日冗費節約、国民貯蓄励行につき葉書 
44昭和14年4月15日氏神祭典7名参加の件承知につき葉書 
45昭和14年5月24日隊の班長に礼状送付を願うにつき手紙 
46昭和14年7月8日戦況ならびに銃後の連絡依頼につき通知

47 BS和14年12月13日牛島部隊弓掛隊着任につき葉書（軍事郵便）

48 昭和15年1月4日年賀状

49昭和15年1月 年賀状

50昭和15年1月 年賀状の返礼につき手紙
51（年未詳）1月20日急病の息子除隊•帰郷を許可されたことについて礼状（下書き）

52 （年未詳） 3月9日討伐の成果報告などにつき手紙
53 （年未詳〉6月17日書状に対する返事及び領三の子息の働きぶりにつき手紙
54 （年未詳） 6月16日北満州孫呉駐留の様子報告及び姉見舞いにつき手紙
55 （年未詳） 6月25日大隊本部派遣後の様子などにつき葉書
56 （年未詳） 9月12日部隊の清水正之入隊以来健康で誠実に服務につき手紙
57 （年未詳〉9月22日慰問袋送付のお礼などにつき手紙

58 （年未詳） 9月25日満州除隊後の就職先希望につき手紙
59 （年未詳）11月16日息子の就職先決定につき保証人入用の件依頼状
60 （年未詳）12月17日慰問袋の送付に対して礼状

61年紐 封筒（黒河省孫臭大里部隊本部清水正之から宇野領三夫妻あて）
62年未詳 名古屋丹羽幸商店封筒（宇野鶴吉あて）
63年未詳 慰問袋送付のお礼などにつき手紙（小山楳司）
64年未詳 出征兵に対する手紙（下書）
65年未詳 慰問の手紙（下書）
66年未詳 封筒（各務村役場から宇野領三あて） 2点
67年未詳 封筒（各務郵便局から宇野良三あて）
68年未詳 封筒（「キドラン馬籍在中」と墨書あり）
69年未詳 封筒（江口部隊中澤武男から宇野静子あて）
70年未詳 息子俊道貴店舗入社以来格別の指導につき礼状（案）
71年未詳 服部部隊長及び同部隊杉山軍曹の宛名につき手紙（断簡）
72年未詳 金井部隊梅田隊の任地到着の挨拶につき葉書
73年未詳 重用書類

武儀郡倉知村後藤宗逸から宇野良三あて

滋賀県栗太郡草津渋川川端貞次郎方林正から宇野領三あて

※1« 2が入っていた封筒

各務村長澤井達之進から宇野領三あて

朝鮮平壤藤本部隊草野隊伊東忠雄から宇野静子あて

江口部隊歩兵軍曹杉山三男から宇野静子あて

朝鮮平壤藤本部隊草野隊伊東忠雄から宇野静枝あて

倉知村清水嘉市から宇野良三あて

倉知村後藤宗逸から宇野良三あて

龍江省嫩江服部部隊清水正之から宇野領三夫妻あて

第七ノニ野戦自動車廠長片岡峰彦から後藤才五郎あて

山口東一から後藤才吾郎あて

大阪市後藤政一から宇野領三あて

満州国黒河省孫呉大里部隊柳生隊杉山三男から宇野静枝あて

黒河省孫呉大里部隊柳生隊清水正之から宇野領三夫妻あて

後藤才五郎から高橋准尉あて

黒河省孫呉大里部隊柳生隊清水正之から宇野領三夫妻あて

丸高出町ストアから宇野領三あて

清水正之から宇野領三夫妻あて

江口部隊清水正之から宇野良三夫妻あて

江口部隊福田准尉から宇野静子あて

江口部隊杉山三男から宇野靜子あて

弟（清水正之）から姉（宇野静子）あて

宇野領三から後藤政一あて

江口部隊杉山から宇野静子あて

愛国婦人会員宇野静子

封筒のみ

封筒のみ

封筒のみ

封筒のみ

長綢輝正から宇野領三あて 
封筒のみ

宇野尹久子家文書

月 資 料

年未詳 岐阜競馬倶楽部の名入り封筒
明治28年12月18日両面仮と真

明治29年 艶容女舞衣酒屋の段
明治40年2月18日水戸黄門奇行談

明治41年4月5日 花川戸助六
明治44年5月25日通俗武士道一心太助

明治45年5月20日掌中都々逸集

大正2年4月10日佐野鹿蔵

82大正2年11月9日人一代の運勢 
83大正5年6月 婦人宝典

84大正6年1月1日 講談とお伽噺
85大正6年7月20日徳川天一坊

86大正8年9月1日 
87大正9年1月10日 
88大正9年7月1日 
89大正14年2月15日 
90昭和3年4月23日 
91昭和4年9月10日 
92昭和9年11月5日 
93 B召和9年12月1日 
94昭和10年12月1日 
95昭和12年6月1日 
96昭和13年2月15日 
97昭和13年4月1日 
98昭和13年5月20日 
99昭和14年9月1日 
100昭和15年5月10日 
101 昭和15年6月18日 
102昭和15年7月10日 
103昭和15年1〇月1日 
104年未詳 
105年未詳 
106年未詳 
107年未詳

108年未詳

109年未詳 
110年未詳 
111大正3年3月25日 
112昭和13年1月10日 
113昭和16年9月20日 
114昭和16年11月10日 
115昭和13年5月31日 
116昭和13年5月31日 
117昭和13年12月20日

文芸倶楽部九月号 
情體の呆 
新婦人七月号 
歓喜第23号 
続義太夫全集 
新英和中辞典 
家の光第10卷第12号 
世界陸海軍大画帖 
家の光第11巻第13号 
写真雑誌カメラ第18巻第6号 
参考古語辞典 
良国民第13卷第4号 
忍術乱劇甲賀微塵丸 
報徳第二十九卷第九号 
岐阜国防婦人第30号 
岐阜国防婦人第31号 
岐阜国防婦人第32号 
週刊朝日秋季特別号 
（表紙欠）朝顔日記ほか 
豊川利生記（慶安太平記）
皇国の護り 
絵本大功記 
太功記尼ヶ崎の段 
—谷嫩軍記須磨浦の段 
玉藻前
作文速成新撰書翰文 
地理概説
昭和新女子修身訓四年制用巻四 
現代女子手紙文候文と口語体 
新愛知
大毎小学生新聞 
大毎小学生新聞

封筒のみ 「ツルキク」とある 
金港堂宇野良三の署名有り

大学館 
中川玉成堂 
求光閣害店 
岡村庄兵衛再版

中川玉成堂「武人兄弟供用物各務村中組

城之屋敷所有長縄領一左高覽二」とあり

史伸堂

大日本女学会

新愛知新聞社元日附録

「大正七年一月元旦新調稲葉郡各務村各務東組木子区 
宇野領三蔵書」とあり

有田ドラッグ商会出版部再版 
家庭顧問社 
歓喜社

日本音典全集刊行会

研究社「岐商二年二十番宇野俊道」とあり

産業組合中央会

大日本雄弁会講談社

産業組合中央会

ARS

中文館害店 
浅井忠吉 
榎本害店 
財団法人報徳会

岐阜連隊区指令部内大日本国防婦人会岐阜地方本部 
岐阜連隊区指令部内大日本国防婦人会岐阜地方本部 
岐阜連隊区指令部内大日本国防婦人会岐阜地方本部 
大阪朝日新聞社

新愛知新聞社

大阪朝日新聞社

「各務村五嶋範重郎Jとあり

天満屋安兵衛板

玉水源次郎新版

道春館印

修文館「宇野領三蔵害」

受験研究社

中等学校教科害株式会社 
教育図害出版社 
（破れあり）

大阪毎日新聞社 
大阪毎日新聞社



宇野尹久子家文書

番号年月 資料 名

118昭和13年 新聞切り抜き（「辻上等兵の壮烈な最期を讃ふ」
匿名の一女性が心情吐露）

119昭和14年1月25日大毎小学生新聞

120昭和15年1月1日一味第165号

121昭和27年5月11日中部日本新聞

122昭和27年5月14日中部日本新聞

123昭和27年5月16日中部日本新聞

124昭和27年5月17日中部日本新聞

125昭和27年6月7日中部日本新聞
126昭和28年4月3日デイリースポーツ

127昭和28年4月12日中部日本新聞

128昭和28年4月14日中部日本新聞

129 B8和28年4月19日中部日本新聞
130昭和28年4月20日中部日本新聞

131昭和28年4月23日中部日本新聞 2点
132昭和28年4月27日（夕刊）中部日本新聞

133昭和28年4月28日中部日本新聞

134昭和28年5月1日中部日本新聞

135昭和28年5月3日中部日本新聞 2点
136昭和8年 軍用飛行機並鉄帽献納写真帖
137昭和9年10月10日日光山写真帖

138大正14年5月26日馬匹血統書（第二春駒号）（写）

139大正15年12月20日血統証明書（平屋号）

140昭和3年11月12日馬籍（浦川号）

141（昭和3年） 兵庫県畜産連合会競馬会あて騎馬出場申込書書式

142昭和4年3月 昭和四年春季競馬会予定番組及賞典表

143昭和4年3月 競馬会案内状

144昭和4年9月 昭和四年秋季競馬会既定番組表
145昭和5年11月20日名古屋市中区末広町はきもの八木彦商報第18号（封筒あり）

146昭和5年11月25日昭和五年秋季競馬番組

147昭和8年5月23日馬籍（中勇号）

148昭和11年 昭和11年春季登録馬血統一覧表

149戦時期 喰合せて悪ぃ食物

150年未詳 安藤鐵エ所パンフレット
151年未詳 愛知県畜産組合連合会名古屋競馬会あて出馬申込書書式
152年未詳 兵庫県畜産組合連合会競馬会あて出馬登録申込書書式
153年未詳 名刺（牛馬商野村安吉）

154年未詳 中折帽子の知識（帝国製帽株式会社）

155年未詳 作文「田舎の夕暮れ」

大阪毎日新聞社 
一味会（愛知県津島町）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け〉

中部日本新聞社（筒型に糊付け〉

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

中部日本新聞社（筒型に糊付け）

愛知県

輪王寺門跡事務所

青森県三戸郡八戸産馬畜産組合

福島種馬所

岩手県九戸郡軽米町長川村羊助認証

兵庫県畜産組合連合会長飯塚重雄から 
主催岐阜県畜産組合連合会

社団法人京都競馬倶楽部

岐阜県揖斐郡大野町豊木村富秋村組合管理者井深常治郎認証
各務原競馬会

「有効保証家庭常備薬」とあり

裏面に借用害あり（宇野領三あて金25円）

「一東宇野千恵子」と名前あり。岐商雑誌部原稿用紙使用



御
弟
正
之
君
も
長
の
討
伐
よ
り
帰
り
現
在
に
て
は
鉄
道
 

守
備
の
重
任
を
帯
び
て
、
駅
分
遣
に
て
勤
務
し
て
居

注
差
出
人
は
「満
州
龍
江
省
嫩
江
江
口
部
隊
杉
山
三
男
」
で
あ
る
。
封
筒
に
「軍
事
 

郵
便
」
「塩
野
」
の
押
印
が
あ
る
。
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す
が
、
致
っ
て
元
気
で
居
り
ま
す
。

上
等
兵
候
補
に
て
張
切
っ
て
精
励
し
て
居
り
ま
す
か
ら
 

御
休
心
せ
ら
る
ゝ
様
。

御
地
も
随
分
の
寒
さ
恕
ど
の
事
故
、
十
分
に
体
に
注
意
 

せ
ら
る
ゝ
様
御
願
致
し
ま
す
。
当
地
も
昨
今
は
零
下
 

三
十
五
六
度
に
成
っ
て
居
り
ま
す
。

先
ず
は
乱
筆
に
て
、
右
御
礼
迄
。

草
々

十
二
月
十
七
日

 
杉
山

拝
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後
の
就
職
先
希
望
に
つ
き
手
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暫
く
御
無
沙
汰
致
し
て
居
り
ま
し
て
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

其
の
后
も
相
変
ら
ず
の
事
と
存
じ
ま
す
。

降
り
て
私
も
相
変
ら
ず
元
気
に
呑
気
に
や
つ
て
居
ま
す
 

か
ら
何
卒
御
安
心
の
程
を
。

北
満
も
愈
々
冬
季
に
入
り
只
今
兵
舎
の
冬
営
準
備
 

に
大
忙
し
さ
の
状
況
で
す
。

然
し
軍
籍
に
身
を
置
い
て
る
以
上
寒
さ
も
暑
さ
も
何
ん
の

そ
の
、
意
気
た
る
や
実
に
昇
天
で
す
。

先
便
に
て
•

—
御
入
耳
致
し
て
置
き
ま
し
た
私
等
の
 

満
期
除
隊
も
来
月
(

十
月
)
の
中
旬
に
内
定
致
し
て
居
 

り
稍
確
定
的
な
も
の
で
す
か
、
之
は
決
定
致
し
て
居
る
 

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
何
れ
確
定
次
第
御
報
告
申
上
 

ま
す
。
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の
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身

し
て
あ
る
如
く
私
の
意
も
在
満
と
決
め
て
居
り
ま
す
 

が
、
一
旦
家
へ
帰
り
将
来
の
具
体
方
策
を
決
定
致
し
て

再
び
渡
満
致
し
度
き
考
へ
で
す
。

私
の
考
へ
で
は
未
だ
ど
ち
ら
と
も
決
め
て
居
り
ま
せ
ん
。 

然
し
国
の
父
親
か
ら
成
る
可
く
な
れ
ば
(

渡
満
者
は
 

種
々
書
類
や
色
々
面
倒
な
事
あ
り
と
云
々
…
…
)
原
 

地
除
隊
出
来
た
な
ら
在
満
し
た
方
が
良
い
と
云
つ
て
 

き
ま
し
た
。

に
就
い
て
貴
意
を
得
度
く
一
報
申
上
て
置
き
 

ま
し
た
。

で
は
之
に
て
。

一
層
の
御
自
愛
を
祈
り
ま
す
。
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拝
復

御
書
面
戴
き
有
難
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

其
の
後
静
子
様
に
は
御
変
り
無
く
過
し
居
ら
る
、
由
何
に
 

よ
り
結
構
と
存
じ
居
り
ま
す
。

降
り
て
小
官
も
お
蔭
様
を
以
て
元
気
に
て
軍
務
に
服
し
居
り
 

ま
す
れ
ば
他
事
乍
、
御
休
心
の
程
を
。

今
度
は
両
度
の
慰
問
袋
御
送
り
下
さ
れ
ま
し
て
有
難
く
 

御
礼
申
上
げ
ま
す
。
満
州
に
て
は
見
る
事
も
出
来
 

ず
様
な
る
誠
に
結
構
な
る
果
物
早
速
戴
き
 

ま
し
た
。
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の
お
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紙
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に
御
注
意
被
下
、
御
暇
の
折
は
清
水
宛
 

ぅ
ん
と
激
励
の
御
便
り
被
下
、
益
々
御
奉
公
 

致
す
や
う
御
願
ひ
申
上
ま
す
。

隊
の
方
は
何
等
心
配
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
故
、 

御
安
心
下
さ
い
。
御
礼
旁
々
近
況
御
通
 

知
申
上
ま
す
。
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拝
復
、
御
書
面
戴
き
有
難
く
拝
読
致
し
ま
し
た
。

静
子
様
に
は
御
壮
健
に
て
御
過
し
居
ら
る
、
由
、
何
に
よ
り
 

結
構
な
る
事
と
喜
び
居
り
ま
す
。

降
り
て
小
兵
も
御
蔭
様
に
て
元
気
を
以
て
軍
務
に
服
し
 

居
り
ま
す
れ
ば
他
事
乍
、
御
放
念
の
程
を
。

今
度
は
慰
問
品
戴
き
有
難
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

早
速
戴
き
ま
し
た
。

注

「軍
事
郵
便
」
の
押
印
が
あ
る
。
こ
の
と
き
江
口
部
隊
は
龍
江
省
嫩
江
に
駐
屯
し
た
。

清
水
君
は
入
隊
以
来
、
小
兵
の
班
員
と
し
て
居
り
ま
す
が
 

上
官
の
命
を
良
く
守
り
一
期
間
の
成
績
も
優
秀
に
て
 

*

期
の
機
関
銃
の
修
業
も
終
り
、
現
在
は
通
信
 

の
修
業
に
邁
進
致
し
居
り
ま
す
。

静
子
様
の
申
さ
る
、
如
く
正
之
君
も
亦
我
々
と
て
も

正
之
君
も
一
度
戦
線
に
立
た
ば
必
ず
や
大
な
る
武
功
を
 

立
て
る
事
と
信
じ
て
居
り
ま
す
。

先
ず
は
乱
筆
に
て
御
礼
旁
々
皆
様
方
の
御
自
 

愛
せ
ら
れ
ん
事
を
願
ひ
ま
す
。
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注
差
出
人
は
「満
州
龍
江
省
嫩
江
江
口
部
隊
杉
山1

二
男
」
で
あ
る
。
封
筒
に
「軍
事
 

郵
便
」
「杉
山
」
の
押
印
が
あ
る
。

皆
第
一
線
戦
線
に
立
ち
た
き
気
持
で
居
る
の
で
あ
り
 

ま
す
が
、
現
在
の
在
満
部
隊
は
支
那
戦
線
が
H
標
 

に
©
ず
し
て
北
方
ソ
満
国
境
で
あ
り
ま
す
。
支
那
 

戦
線
に
立
た
ず
と
も
近
き
将
来
に
於
て
日
ソ
戦
 

線
に
立
ち
、
我
々
は
日
支
事
変
以
上
の
活
躍
せ
ん
と
日
 

夜
訓
練
に
訓
練
を
重
ね
て
居
り
ま
す
。



そ
れ
に
仏
軍
司
令
官
が
捕
慮
に
な
り
全
く
連
合
軍
の
態
な
し
 

で
す
。

そ
れ
に
次
い
で
米
国
の
参
戦
説
軍
欧
州
の
動
乱
は
愈
々
本
格
 

的
と
な
つ
て
参
り
ま
し
た
。

(

二
行
文
墨
塗
り
)

杉
山
軍
曹
殿
に
は
相
変
ら
ず
御
世
話
に
な
つ
て
居
ま
す
 

か
ら
何
卒
よ
ろ
し
く
御
願
ひ
致
し
ま
す
。

此
処
北
満
も
何
も
変
つ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

只
姉
さ
ん
の
全
快
を
御
祈
り
す
る
の
み
で
す
。
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千
載
一
遇
の
秋
に
壮
年
期
に
達
し
て
何
か
大
奮
戦
し
 

よ
ぅ
と
思
っ
て
、
も
大
し
た
戦
闘
は
な
く
全
く
子
供
の
戦
争
 

ゴ
ッ
コ
と
同
じ
様
で
何
ん
だ
か
物
足
り
な
い
気
持
ち
で
す
。 

い
つ
か
大
戦
争
に
参
加
が
し
た
い
考
へ
で
す
。

次
は
以
前
班
長
だ
っ
た
杉
山
軍
曹
殿
は
現
在
も
中
隊
に
御
出
で
 

す
け
ど
、
中
沢
軍
曹
殿
は
北
支
へ
転
隊
し
て
今
隊
に
居
ら
れ
 

ま
せ
ん
。
中
隊
の
幹
部
の
方
も
大
分
変
り
ま
し
た
。

で
は
今
日
は
之
に
て
。

皆
々
様
に
よ
ろ
し
く
。

姉
さ
ん
も
折
角
養
生
の
上
一
日
も
全
快
の
早
か
ら
ん
事
を
 

御
祈
り
し
て
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。
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が
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差
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人
の
所
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は
「黒
河
省
孫
呉
大
 

里
部
隊
柳
生
隊
」
で
あ
る
。

五
六
部
隊
の
清
水
正之
入
隊
以
来
健
康
で
誠
実
に
服
務
に
つ
き
手紙

御
心
配
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

清
水
正
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入
隊
以
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極
め
て
健
康
に
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遠
路
わ
ざ
わ
ざ
御
書
面
並
小
包
迄
御
送
付
被
 

下
、
有
難
く
T§戴
仕
り
幹
部
全
員
揃
っ
て
 

美
味
し
く
戴
き
ま
し
た
。
有
難
く
厚
く
御
 

礼
申
上
ま
す
。
内
地
は
随
分
涼
し
く
な
り
ま
し
 

た
と
の
事
、
又
御
一
同
様
の
御
健
在
を
御
悦
 

び
申
上
ま
す
。
北
満
も
目
下
朝
夕
寒
さ
を
 

感
ず
る
様
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
の
処
内
地
と
変
 

化
御
座
ひ
ま
せ
ん
が
、
今
月
の
末
頃
は
急
に
気
 

温
も
低
下
し
、
相
当
寒
く
な
る
事
と
思
ひ
ま
 

す
。
で
も
室
内
は
内
地
以
上
の
温
い
室
内
故
、

て
軍
務
に
誠
実
に
一
生
懸
命
服
務
致
し
、

今
で
は
一
人
前
の
兵
隊
さ
ん
に
な
り
、
さ
ら
に
武
伎
の
 

練
磨
に
邁
進
中
に
付
、
何
卒
御
安
心
、
御
 

悦
び
下
さ
い
。
当
地
は
何
等
平
時
と
変
り
な
く
、

皆
元
気
で
朝
夕
演
習
を
や
つ
て
ゐ
る
次
第
で
 

す
。
御
互
ひ
健
康
に
注
意
し
て
武
技
の
訓 

練
に
精
励
せ
ね
ば
と
健
康
の
み
注
意
し
ゐ
 

ま
す
。
健
康
あ
つ
て
始
め
て
御
奉
公
が
 

出
来
る
事
故
、
健
康
よ
り
大
切
な
も
の
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
御
•

同
様
も
御
健
康
に
御
注
意
 

あ
ら
れ
ん
事
を
御
願
ひ
申
上
ま
す
。

先
は
時
候
不
順
に
向
ふ
折
柄
御
健
康
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大
陸
的
気
候
の
精
か
自
分
の
気
ま
で
マ
ン
マ
ン
デ
ー
(

満
語
で
 

呑
気
の
意
)
に
な
り
、
何
ん
だ
か
気
分
ま
で
ゆ
っ
た
り
し
て
来
ま
し
た
。 

自
分
で
は
自
覚
し
て
る
の
で
す
け
ど
生
来
の
我
促
が
出
て
来
 

て
ど
ぅ
も
苦
労
な
し
に
育
っ
て
来
た
人
間
は
こ
ん
な
社
会
で
 

は
敗
惨
者
で
す
。

先
日
討
伐
に
出
て
行
き
小
興
安
の
山
の
中
に
入
り
、
匪
賊
の
正
塞
を
 

見
つ
け
て
数
十
名
の
匪
賊
を
全
滅
し
皆
殺
し
に
し
て
意
気
 

揚
々
と
し
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

何
し
ろ
愉
快
な
事
で
し
た
。

帰
っ
て
内
務
班
に
入
る
な
り
手
柄
話
に
花
が
咲
い
て
早
速
故
 

郷
へ
ペ
ン
を
走
ら
す
者
、
消
灯
ラ
ッ
パ
の
鳴
つ
た
の
も
知
ら
ず
語
り
 

続
け
て
居
る
者
、
実
に
嬉
し
い
状
況
で
す
。

今
日
は
□
□
九
日
、
三
年
兵
の
除
隊
式
。
善
行
証
書
、
下
士
適
 

任
証
を
戴
く
も
の
、
こ
の
長
い
三
ケ
年
の
苦
労
も
忘
れ
て
本
当

に
嬉
し
そ
ぅ
で
す
。
正
之
達
は
来
年
之
月
ー
ヶ
年
の
 

後
の
御
奉
公
を
奮
闘
致
す
覚
悟
で
す
。

明
日
は
陸
軍
記
念
日
、
大
演
習
で
大
多
忙
で
す
。

色
々
忙
し
い
の
で
今
日
は
之
で
失
礼
致
し
ま
す
。

時
節
柄
御
身
体
大
切
に
。

で
は
御
元
気
で
。

不一不
肖
弟

三
月
九
日
 

姉
上
様

注
差
出
人
は
「黒
河
省
孫
呉
大
里
部
隊
柳
生
隊
清
水
正
之
」
で
あ
る
。
「軍
事
郵
 

便
」
「検
閲
済
」
の
押
印
が
あ
る
。

五
四
北
満
州
孫
呉
駐
留
の
様
子
報
告
及
び
姉
見
舞
い
に
つ
き
手
紙
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の
誠
を
致
し
て
居
り
ま
す
。

め
つ
き
り
初
夏
ら
し
く
な
つ
た
街
頭
を
歩
く
ク
ー
ニ
ヤ
ン
の
 

足
取
り
も
軽
や
か
に
東
亜
健
説
の
礎
定
ま
っ
た
満
州

す人
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人
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も
^

何
時
も
乍
ら
御
親
切
な
る
御
手
紙
有
難
く
拝
見
致
し
ま
し
た
。 

御
便
り
に
依
れ
ば
御
病
気
と
の
事
、
其
の
后
如
何
で
す
か
。 

早
速
御
見
舞
に
行
き
た
い
の
で
す
け
ど
、
遠
く
幾
千
里
を
離
 

れ
た
る
満
州
で
は
。
そ
れ
で
取
敢
へ
ず
御
見
舞
の
言
葉
 

丈
早
速
御
送
り
致
し
ま
す
。

北
満
孫
呉
も
愈
々
初
夏
が
訪
れ
て
暑
く
な
い
寒
く
な
い
 

の
本
当
に
住
み
良
い
時
期
で
す
。
之
か
ら
愈
々
極
暑
と
戦
ひ
 

乍
ら
の
生
活
と
思
ふ
と
苦
痛
を
覚
へ
ま
す
。

然
し
一
旦
軍
籍
に
身
を
置
い
た
以
上
滅
私
奉
公
■

意
尽

国
も
亜
細
亜
に
誰
た
ら
ん
と
し
て
、
そ
の
勢
は
旭
日
昇
天
で
 

す
。

又
目
を
転
じ
て
欧
州
に
移
す
は
独
軍
の
勢
物
凄
く
 

パ
リ
ー
の
陥
落
も
目
前
に
迫
り
後
二
十
kmと
云
ふ
電
□

作
 

戦
は
実
に
驚
異
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
伊
太
利
の
参
戦
に
益
々
勢
つ
い
だ
独
軍
、
連
合
軍
 

は
降
伏
か
殲
滅
か
の
外
無
く
実
に
痛
快
で
す
。



隊
も
一
同
壮
健
に
て
候
間
、
何
卒
安
心
 

被
下
度
、
新
年
の
賀
詞
申
述
へ
御
礼
 

申
上
奉
候

頓
首

正
月四

五
隊
の
班
長
に
礼
状
送
付
を
願
う
に
つ
き
手
紙

:
:

年
兵
を
送
り
出
し
て
初
年
兵
を
迎
へ
て
見
る
と
入
隊
し
た
の
が
つ
い
先
 

達
て
の
様
な
気
が
し
ま
す
が
、
も
ぅ
一
年
過
ぎ
ま
し
た
と
思
ふ
と
夢
の
様
 

で
す
。
思
へ
は
苦
し
い
初
年
兵
時
代
の
•

ヶ
年
で
し
た
。

い
つ
ぞ
や
の
便
に
て
班
長
殿
の
姓
名
を
教
へ
ろ
と
か
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、 

御
教
へ
致
ま
す
。

そ
し
て
班
長
殿
に
時
折
手
紙
出
し
て
一
人
前
の
軍
人
に
さ
し
て
戴
い
 

た
御
礼
を
出
し
て
下
さ
い
。

と
つ
て
も
い
、
班
長
殿
で
し
た
。

又
今
度
中
隊
長
が
変
つ
て
服
部
部
隊
と
な
り
ま
し
た
か
ら
、
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孤

暫
〔(
不
明
)

〕
て
居
り
ま
し
た
。

姉
さ
ん
〔(不明)
〕
御
変
り
有
り
ま
せ
ん
か
。
不
肖
正
之
〔(不明)
〕
で
御
奉
 

公
の
一
端
に
邁
進
致
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、
安
心
願
ひ
ま
す
。

極
寒
零
下
三
十
余
度
の
北
満
も
節
々
暖
か
に
な
つ
て
来
ま
し
た
。
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御

〔(
不
明
)

：|
す
。

明
日
は
〔(不明
)

〕
で
今
日
は
之
で
失
敬
致
し
ま
す
。 

で
は
御
体
大
切
に
。

で
は
左
記
の
人
々
に
よ
ろ
し
く
御
願
致
し
ま
す
。

不一 正
之

班
長
殿

龍
江
省
嫩
江
服
部
部
隊

陸
軍
歩
兵
軍
曹
杉
山
三
男
殿
(

栃
木
県
の
人
)

部
隊
長
殿

陸
軍
歩
兵
中
尉
服
部
満
之
助
殿
(

仙
台
の
人
)

姉
さ
ん

注
封
筒
に
「軍
事
郵
便
」
の
押
印
が
あ
る
。
投
函
日
は
昭
和I

四
年
五
月
二
四
日
で
あ
る
。

五
二
討
伐
の
成
果
報
告
な
ど
に
つ
き
手
紙
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絶
へ
て
久
し
く
御
無
沙
汰
致
し
て
居
り
ま
し
て
申
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
。 

其
の
后
御
変
り
な
く
御
暮
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。
正
之
も
相
 

変
ら
ず
元
気
に
呑
気
に
や
つ
て
居
ま
す
か
ら
、
他
事
乍
ら
御
放
 

念
願
ひ
ま
す
。
こ
の
呑
気
は
余
り
に
も
徹
底
し
過
ぎ
た
精
か
、
人
 

生
の
修
養
道
場
た
る
軍
隊
生
活
に
於
て
多
大
な
る
損
害
 

で
し
た
。

然
し
軍
隊
に
於
て
の
軍
規
、
風
紀
は
正
之
に
は
解
釈
不
能
、

不
可
怪
極
る
言
語
で
す
。
字
を
解
釈
す
れ
ば
字
書
を
引
 

く
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
然
し
軍
隊
に
於
の
の
言
葉
と
し
て
 

考
ふ
る
時
恐
ら
く
軍
人
と
し
て
生
活
し
た
人
は
疑
問
と
し
て
 

頭
中
に
あ
る
だ
ろ
ぅ
と
思
ひ
ま
す
。
正
之
評
り
が
抱
く
疑
問
で

な
い
と
思
ひ
ま
す
。 
彳

段
々
暖
く
な
つ
て
参
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
余
寒
□
し
く

防
寒
具
を
用
ひ
な
け
れ
ば
相
当
の
寒
さ
を
感
じ
ま
す
。
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謹
啓
、
本
日
は
御
丁
重
な
る
御
厚
情
 

を
忝
な
く
有
難
く
厚
く
御
礼
申
上
け
ま
す
。

尚
、
尊
父
様
か
ら
も
数
々
の
御
厚
志
を
忝
な
く
 

只
々
恐
縮
誠
に
申
訳
無
く
存
じ
ま
し
た
。 

銃
後
の
皆
様
、
愈
々
御
壮
健
に
て
為
有
、

重一一に

堪
へ
困
苦
欠
乏
を
征
服
せ
ら
れ
 

居
ら
れ
ま
す
事
を
新
聞
或
は
ニ
ュ
ー
ス
に
 

承
り
第
一
線
将
兵
一
同
唯
々
感
謝
感
激
 

に
燃
え
鉄
壁
の
守
備
に
必
死
を
誓
ひ

今
回
は
御
厚
志
有
難
く
頂
戴
致
し
ま
し
た
が
、

爾
後
は
斯
か
る
品
物
を
頂
き
ま
し
て
は
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和
四
年
九
月
廿
四
日

野
村
安
吉
⑩

宇
野
領
三
殿

二
八
借
用
金
証
書

借
用
金
証
書

一

金
(

金額未記入
)

右
之
金
円
、
拙
者
必
要
二
付
、
御
貴
殿
ヨ
リ
受
取
借
用
仕
リ
候
処
実
正
也
、
然
 

ル
上
返
済
之
儀
ハ
昭
和
年
月
日
迄
二
屹
度
返
金
仕
可
候
、
為
後
日
借
用
 

金
証
書
差
入
如
件

I

九

馬
(

早
風
号
)
の
売
却
に
つ
き
委
托
書

昭
和
五
年
参
月
拾
七
日

債
権
者宇

野
領
三
殿

本
巣
郡
一
色
村
字
見
延
 

債
務
者
野
村
安
吉
(a

ン
中
旁

^
4
 
_
 

尺

^
^
l>v

♦
1^

^
^
^

l^l
yfl

UJl
ktl考

 

-

 
•

雀

川

JM^
^l^
^i-
-
%
-
^
^
-
又

基

^
-
上
リ
 

4A

ノ

ま

月

]^}な

^

 1
，^
^l
^j砂

'

及

黄
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V
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

I 
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
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I

本
澤
I
K
-
v
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^l呀
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网
-

!/iJ—

a
m,

$
4
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(6)

委
馨

一
金
(

金
額
未
記
入
)

栗
毛
早
風
号
内
ギ
ド
産
地
北
海
道
 

年
令
四
才
体
尺
五
尺
五
寸
特
徴
 

珠
目
正
前
右
後
左
一
白
 

右
馬
匹
今
回
御
貴
殿
ヨ
リ
売
却
方
ノ
委
任
ヲ
 

受
、
馬
匹
受
取
り
申
候
事
実
正
也
、
然
ル
上
ハ
昭
 

和
五
年
六
月
参
拾
日
迄
二
屹
度
交
換
及
侘
買
致
、

直
二
右
金
円
御
渡
申
可
候
、
為
後
日
委
 

書
差
入
依
テ
如
件

昭
和
五
年
参
月
拾
七
日

本
巣
郡
一
色
村
字
見
延
#

野
村
安
吉

右
套
人

 
㉚

深
尾
小
次
郎

宇
野
領
三
殿

三
八
手
紙
(

村
上
特
務
曹
長
か
ら
宇
野
領
市
(

ママ)
あ
て
)

拝
啓
、
益
々
御
健
勝
の
段
奉
大
賀
候

扨
て
先
日
森
の
奥
号
病
気
に
閨
ス
ル
書
類
拝
見
、
種
々
研
究
致
し
候
も
、
獣
医

は
派
遣
出
来
さ
る
と
の
事
師
団
司
令
部
の
方
よ
り
通
知
之
有
候
二
付
、
御
承
知

相
成
度
、
従
つ
て
地
方
の
獣
医
の
診
断
を
要
す
る
事
と
御
承
知
相
成
候

尚
病
気
に
て
使
役
二
堪
へ
ざ
る
時
は
地
方
獣
医
の
診
断
書
を
添
へ
役
場
の
方
に

返
納
届
を
出
せ
ば
返
納
す
る
事
も
出
来
る
様
成
り
居
候
二
付
、
承
知
相
成
度
、

一
度
野
砲
隊
の
方
に
お
出
に
成
り
、
細
部
に
付
打
合
せ
ら
る
、
を
可
と
存
じ
居

侯

乍
末
筆
小
生
も
突
然
支
那
の
方
に
派
遣
を
命
せ
ら
れ
廿
一
日
朝
出
発
す
る
事
に
 

成
り
居
候
付
、
細
部
は
連
隊
本
部
の
中
江
軍
曹
に
依
頼
致
し
置
候
二
付
、
御
面
 

会
相
成
度
、
突
然
の
出
発
の
為
細
部
の
お
世
話
致
さ
ず
誠
に
残
念
に
候
も
悪
し
 

か
ら
ず
、
向
寒
の
砌
益
々
御
全
家
の
御
健
康
祈
上
候

村
上
特
務
曹
長

宇
野
領
市
殿



貸
付
予
備
馬
罹
病
二
付
獣
医
来
診
ノ
件

岐
阜
県
稲
葉
郡
各
務
村
各
務
百
六
十
一
番
戸
ノ
弐
 

昭
和
三
年
九
月
三
十
日
 
借
受
人 
宇
野
領
三
回

名
古
屋
野
砲
兵
補
充
隊
長
藤
崎
芳
一
殿

拙
者
領
三
儀
、
昨
年
野
砲
兵
第
三
連
隊
ヨ
リ
借
受
候
 

貸
付
予
備
馬
森
ノ
奥
号
前
肢
跛
行
呈
シ
種
々
手
当
致
シ
 

候
モ
快
復
セ
ズ
、
使
役
一
一
堪
へ
ザ
ル
ニ
至
リ
候
間
、
御
多
忙
中
 

恐
レ
入
リ
候
へ
共
、
貴
隊
附
獣
医
殿
ノ
来
診
ヲ
得
度
ク
、

此
段
及
御
依
頼
候
也

追
而
貴
隊
迄
連
行
受
診
致
ス
ヘ
キ
所
、
目
下
ノ
処
連
 

行
致
シ
得
ザ
ル
状
況
二
有
之
候
へ
バ
、
何
卒
当
地
 

二
於
テ
診
療
ノ
程
願
上
候

九
貸
付
馬
診
断
為
出
張
致
度
件
申
請

士
系
 V

、
/i/
中
-

為
 K

 —

砲
三
補
発
第
三
八
七
号

貸
付
馬
診
断
為
出
張
致
度
件
申
請

昭
和
三
年
十
月
二
日
 
野
砲
兵
第
三
連
隊
補
充
隊
長
藤
崎
芳
一
國

留
守
第
三
師
団
長
曽
田
孝
一
郎
殿

別
紙
ノ
通
リ
願
出
ア
リ
タ
ル
ニ
付
貴
隊
獣
 

医
ヲ
出
張
セ
シ
メ
度
申
請
ス

「申
請
ノ
趣
認
可
シ
難
シ

使
役
二
堪
へ
サ
ル
モ
ノ
ト
セ
ハ
、
返
還
ノ
手
続
ヲ
採
ル
コ
ト
 

書
類
ノ
扱
ハ
本
人
—
市
町
村
—
警
察
—
管
理
官

(

陸
軍
鮮
紙
使
用
右
袖
に
三
年
一
〇
月
三
日
付
の
留
守
第
三
師
団
司
令
部
の
収
受
印
あ
り
)

 

(

別
紙
)

は
一
八
号
文
書

二
〇
貸
付
予
備
馬
返
還
ノ
件
通
牒
(

留
三
獣
発
第
三
二
〇
号
)

1
1
4
輕

明
和
？
.
.
.
 

r
.
t
n

 
喊
守
於
ず
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^
^
沒
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.
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:
^
鈎
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:
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f
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s
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故
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敢
ヘ
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4
で

^
メ
 

A
ネ

汾
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十

時

去

螫

料

一 r

 '

 
f
r
レ
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f

 X〉

^
 

^

 
L
十
,
ヌ_(

渾

あ

.

留
三
獣
発
第
三
二
〇
号
(

「至
急
」の
押
印
あ
り
)

貸
付
予
備
馬
返
還
ノ
件
通
牒

昭
和
参
年
十
一
月
拾
五
日
留
守
第
三
師
団
参
謀
長g

宇
野
領
三
殿

左
記
貸
付
予
備
馬
ハ
使
役
二
堪
へ
サ
ル
モ
ノ

卜
認
メ
タ
ル
ニ
付
、
十
一
月
二
十
日
午
前
十
時
各
務
村

役
場
二
返
還
セ
ラ
レ
度

左
記

森
奥
号
鹿
毛
十
一
才
(

馬
匹
名
簿
共
)

注
右
袖
に
「多
代
豊
」
の
押
印
が
あ
る
。

二
六
売
渡
書
(

栗
毛
三
才
馬
早
風
号
千
円
に
て
売
却
仕
り
候
)

多
決
、疼
寥

\

 \

東

毛
^
^
:
 

4
尺
¥
^
透
 

^
濟
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後
合
身
名
^
^
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八
地
方
競
馬
出
走
新
馬
購
入
二
関
ス
ル
件

畜
連
第
一
八
四
号

昭
和
九
年
七
月
十
六
日岐

阜
県
畜
産
組
合
連
合
会

郡
畜
産
組
合
御
中

地
方
競
馬
出
走
新
馬
購
入
二
関
ス
ル
件

馬
事
思
想
普
及
並
発
達
ヲ
図
ル
目
的
ヲ
以
テ
、
本
年
度
予
算
ノ
範
囲
内
二
於
 

テ
、
本
会
ノ
斡
旋
二
依
リ
地
方
競
馬
駆
歩
、
競
走
二
出
走
セ
シ
ム
べ
キ
新
馬
ヲ
 

購
入
ス
ル
モ
ノ
ニ
対
シ
、
購
入
後
舂
頭
二
付
舂
百
円
以
内
ノ
奨
励
金
ヲ
交
付
致
 

度
候
条
、
左
記
事
項
御
含
ノ
上
希
望
者
ハ
七
月
末
日
迄
二
別
紙
様
式
二
依
リ
申
 

請
候
様
御
配
意
相
成
度
、
此
段
及
照
会
候
也

IB

一、
 購
買
時
期
及
購
買
地
 
昭
和
九
年
九
月
上
旬
宮
崎
県
及
鹿
児
島
県

二
、
 
購買予
定
頭
数
及
価
格
 
拾
頭
一
頭
四
百
円
ニ
シ
テ
参
歳
及
四
歳
ノ
 

並
年
令
、
性 
牝
又
ハ
牡
ニ
シ
テ
驅
馬
ヲ
除
ク

三
、
 
本会ノ
指
示
二
依
リ
購
買
金
額
ヲ
予
納
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

四
、
 
奨励金
ハ
新
馬
購
入
後
、
請
求
書
二
血
統
証
ノ
正
本
ヲ
添
付
シ
請
求
ナ
ス

n

卜

五
、
 
購入新
馬
ハ
抽
籤
ヲ
以
テ
之
ヲ
配
付
ス

六
、
 
抽籤二
依
リ
決
定
シ
タ
ル
馬
匹
二
対
シ
、
申
込
者
ハ
異
議
ヲ
唱
へ
、
又
ハ
 

受
取
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ

七
、
 
新馬購
入
後
申
込
者
二
配
付
ス
ル
迄
ノ
間
二
於
テ
、
不
慮
ノ
災
害
ニ
ヨ
リ
 

廃
斃
馬
ト
ナ
リ
タ
ル
場
合
ノ
損
失
金
ハ
、
新
馬
配
付
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ノ
平
等
 

負
担
ト
シ
還
付
金
二
充
当
ス

八
、
 
新馬予
定
頭
数
ヲ
購
入
シ
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
、
又
ハ
前
項
廃
斃
馬
ヲ
生
ジ
タ

ル
ト
キ
ハ
、
馬
ノ
配
付
ヲ
受
ケ
ザ
ル
者
二
対
シ
予
納
金
ヲ
還
付
ス
 

九
、
購
入
新
馬
ハ
交
付
ノ
日
ヨ
リ
武
ヶ
年
間
県
内
二
於
テ
飼
養
シ
、
且
当
該
馬
 

ヲ
本
会
主
催
ノ
地
方
競
馬
会
二
出
走
セ
シ
ム
ル
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
 

一〇、
新
馬
ヲ
他
府
県
ノ
地
方
競
馬
会
二
出
走
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
場
合
ハ
、
本
 

会
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ペ
シ

•
■

、
疾
病
其
ノ
他
ノ
原
因
二
依
リ
本
会
主
催
ノ
競
馬
会
二
出
走
不
能
ノ
時
或
 

ハ
之
レ
ガ
為
処
分
セ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
、
其
ノ
事
由
ヲ
具
シ
、
本
会
ノ
承
認
ヲ
 

受
ク
ヘ
シ

■

て
、
斃
死
其
ノ
他
ノ
事
故
ノ
為
亡
失
シ
タ
ル
時
ハ
、
遅
滞
ナ
ク
本
会
二
届
出
 

ス
べ
シ

:
ミ
他
人
二
譲
渡
セ
ン
ト
ス
ル
時
ハ
、
当
事
者
連
署
ノ
上
願
出
テ
本
会
ノ
承
 

認
ヲ
受
ク
べ
シ
、
但
シ
譲
渡
ヲ
受
ケ
タ
ル
者
ハ
前
所
有
者
ノ
義
務
ヲ
継
承
ス
 

ル
モ
ノ
ト
ス

一四、
 
該当馬
ノ
競
馬
出
走
二
関
シ
テ
ハ
、
総
テ
本
会
ノ
命
二
従
フ
モ
ノ
ト
ス

一五、
 
右ノ各
項
ノ
ー
ニ
違
反
シ
タ
ル
場
合
ハ
、
奨
励
金
ノ
全
部
若
ハ
ー
部
ノ
 

還
付
ヲ
命
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

(

別紙)様
式競

走
新
馬
購
入
奨
励
金
交
付
申
請

地
方
競
馬
競
走
新
馬
ヲ
貴
会
ノ
斡
旋
二
依
リ
購
入
致
度
候
条
、
購
入
費
二
対
シ
 

奨
励
金
御
交
付
相
成
度
、
此
段
及
申
請
候
也
 

追
テ
貴
会
ノ
御
指
示
二
依
リ
購
入
二
要
ス
ル
費
用
前
納
可
仕
候

昭
和
九
年
月
日住

所
氏

岐
阜
県
畜
産
組
合
連
合
会
長
殿

名
印

-53⑵

九
地
方
競
馬
出
走
新
馬
購
入
二
関
ス
ル
件

畜
連
第
一
八
四
ノ
ー
 

号

昭
和
九
年
九
月
四
日

岐
阜
県
畜
産
組
合
連
合
会

郡
畜
産
組
合
御
中

地
方
競
馬
出
走
新
馬
購
入
二
関
ス
ル
件

曩
二
首
題
ノ
件
照
会
ノ
処
、
貴
郡
内
ヨ
リ
左
記
ノ
モ
ノ
申
請
有
之
候
二
就
テ

ハ
、
奨
励
金
春
百
円
ヲ
交
付
可
致
候
条
、
七
月
十
六
日
付
畜
連
第
一
八
四
号
二

依
ル
購
入
金
額
四
百
円
ヲ
九
月
十
五
日
迄
二
前
納
候
様
御
配
意
相
煩
度
、
此
段

及
通
知
候
也

追
テ
馬
匹
購
入
員
ノ
出
発
ハ
、
九
月
二
十
日
ニ
シ
テ
馬
匹
岐
阜
着
ハ
十
月
一
一
■

日
ノ
予
定
ニ
テ
、
到
着
後
本
会
二
於
テ
抽
籤
ヲ
施
行
シ
、
馬
匹
ヲ
交
付
可
致

二
付
、
馬
匹
到
着
ノ
通
知
卜
同
時
二
申
込
者
ハ
直
チ
ニ
出
頭
相
成
度
申
添
候

Is

右
の
如
く
関
係
畜
産
組
合
に
通
知
有
之
候
て
御
承
知
被
下

購
買
地
の
産
物
状
況
視
察
の
為
自
費
出
張
さ
る
れ
ば
其
の
氏
名
何
卒
御
•

報
相

煩
度
候

尚
馬
匹
到
着
に
付
打
電
及
電
話
を
以
つ
て
責
任
者
に
通
知
の
必
要
有
之
候
へ
ば

責
任
者
の
住
所
、
氏
名
並
に
電
報
又
は
電
話
い
づ
れ
が
良
ひ
や
に
付
御
通
知
相

成
度
候

曽
根
卓
…

八
貸
付
予
備
馬
罹
病
二
付
獣
医
来
診
ノ
件
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〇『各務原市史』考古•民俗編民俗（各務原市昭和60年3月27日発行） 
〇『鵜沼町百年史』（鵜沼町百年史編集委員会昭和63年11月23日発行） 
〇『戦場を駆け抜けた書簡』（柘植久慶1991年5月9日発行）
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編集後記

当歴史民俗資料館は、平成15年4月にこれまで慣れ親しんできた鵜沼三ツ池町の事務 
所から、市民公園内にある中央図書館の3階に移転しました。蘇原支所内の開設から数 
えると、3度目の「引っ越し」を経験したことになります。この30有余年の間に、市民 
のみなさんから提供された資料点数は2万点を超え、市内はもちろん、市外からも問い 
合わせが寄せられるようになりました。
特に、戦時体験シリーズ3作（『各務原市民の戦時体験』『各務原市民の戦時写真』『各 

務原市民の戦時記録』）は、市民が語り部として戦前•戦後のくらしを伝えるものになっ 
ており、好評を得ています。陸軍飛行場が設けられていたことや、戦後に米軍が進駐し 
てきたことなどは、他地域には見られない当市の特色です。昨年、三重県のある男性が、 
知り合いの米国人からフィリピンで戦死した日本兵の日章旗を託されたので、是非関係 
者を捜したいと訪ねて来られました。拝見すると「中島製作所」という社名があり、各 
務原で働いていた人のものではないかと思われたようです。残念ながら、同製作所は各 
務原に存在していなかったため、いろいろと関係機関に照会を依頼したのですが、捜し 
出すことができませんでした。しかし暫くして、その日本兵のご夫人が埼玉県でご健在 
であることが分かり、無事にお返しすることができました。新聞社や遺族会のご協力が 
あって、米国人や三重県の男性の願いが叶ったわけです。
こうして見てくると、戦争はまだ終わっていないと思います。戦時体験シリーズをまと 
めてきたことは、三重県の男性の心を動かし、結果的に日本兵の遺品が返されることと 
結びつきました。戦時資料をあらためて見直していくことに意義を感じます。
本年度は、宇野尹久子さんから寄贈された資料をもとに、目録の作成を行いました。 
昨年度刊行しました「各務原市文書史料目録七」に続くものです。今回「史料編」に掲 
載した競馬関係資料と軍事郵便は、これまでの戦時資料を補完するとともに、新たな発 
見につながるものと確信いたします。木曾川学や近代史研究に役立てていただければ幸 
いです。
なお、宇野尹久子さんには、資料の寄贈だけでなく、聞き取り調査にも何度か応じて 
いただきました。また本書を作成するにあたって、岐阜県歴史資料館や岐阜県図書館の 
ご協力を得ましたので、この紙面を借りて、関係者各位にお礼を申し上げます。

平成16年4月
各務原市歴史民俗資料館 
館長大森利 博

干支早見表（1）
干支 年 号 西暦 年 号 西暦 年 号 西暦 年 号 西暦 年 号 1«

丙子 応永3 1396 康正2 1456 永正13 1516 天正4 1576 寛永13 1636

丁丑 4 1397 長禄1El 1457 14⑩ 1517 5⑦ 1577 14③ 1637

戊寅 5④ 1398 2① 1458 15 1518 6 1578 15 1638

己卯 6 1399 3 1459 16 1519 7 1579 16⑪ 1639

庚辰 7 1400 寛正id® 1460 17⑥ 1520 8③ 1580 17 1640
辛巳 8① 1401 2 1461 大永1E] 1521 9 1581 18 1641

壬午 9 1402 3 1462 2 1522 10 1582 19⑨ 1642

癸未 10⑩ 1403 4⑥ 1463 3③ 1523 11① 1583 20 1643
神 11 1404 5 1464 4 1524 12 1584 正保1回 1644

乙西 12 1405 6 1465 5⑪ 1525 13⑧ 1585 2⑤ 1645

丙戌 13⑥ 1406 文正1②⑵ 1466 6 1526 14 1586 3 1646

r亥 14 1407 応仁1〇 1467 7 1527 15 1587 4 1647

戊子 15 1408 2⑩ 1468 享禄1⑨IS 1528 16⑤ 1588 慶安1①S 1648
己丑 16③ 1409 文明10] 1469 2 1529 17 1589 2 1649

庚寅 17 1410 2 1470 3 1530 18 1590 3⑩ 1650

辛卯 18⑩ 1411 3⑧ 1471 4⑤ 1531 19① 1591 4 1651

壬辰 19 1412 4 1472 天文1m 1532 文禄1回 1592 承応1囹 1652

癸巳 20 1413 5 1473 2 1533 2⑨ 1593 2⑥ 1653

甲午 21⑦ 1414 6⑤ 1474 3① 1534 3 1594 3 1654

乙未 22 1415 7 1475 4 1535 4 1595 明暦10] 1655

丙申 23 1416 8 1476 5⑩ 1536 mu1⑦四 1596 2④ 1656
24⑤ 1417 9① 1477 6 1537 2 1597 3 1657

戊戌 25 1418 10 1478 7 1538 3 1598 万治1⑫〇 1658
d亥 26 1419 11⑨ 1479 8⑥ 1539 4③ 1599 2 1659

庚子 27① 1420 12 1480 9 1540 5 1600 3 1660

辛丑 28 1421 13 1481 10 1541 6⑪ 1601 n文1⑧区] 1661

壬寅 29⑩ 1422 14⑦ 1482 11③ 1542 7 1602 2 1662

癸卯 30 1423 15 1483 12 1543 8 1603 3 1663
甲辰 31 1424 16 1484 13⑪ 1544 9⑧ 1604 4⑤ 1664
乙巳 32⑥ 1425 17③ 1485 14 1545 10 1605 5 1665
内午 33 1426 18 1486 15 1546 11 1606 6 1666
丁未 34 1427 長享1⑪m 1487 16⑦ 1547 12④ 1607 7② 1667
戊申 生長1(1)0] 1428 2 1488 17 1548 13 1608 8 1668
己酉 永享1囹 1429 延徳1E1 1489 18 1549 14 1609 9⑩ 1669
庚戌 2⑪ 1430 2⑧ 1490 19(5) 1550 15② 1610 10 1670
辛亥 3 1431 3 1491 20 1551 16 1611 11 1671
if 4 1432 明応1m 1492 21 1552 17⑩ 1612 12⑥ 1672
癸丑 5⑦ 1433 2④ 1493 22① 1553 18 1613 延:k 1O 1673

甲寅 6 1434 3 1494 23 1554 19 1614 2 1674
乙卯 7 1435 4 1495 弘治1(0)11 1555 元和1⑥CD 1615 3④ 1675
内辰 8⑤ 1436 5② 1496 2 1556 2 1616 4 1676
r巳 9 1437 6 1497 3 1557 3 1617 5⑫ 1677
戊午 10 1438 7⑩ 1498 永緑1⑥⑵ 1558 4③ 1618 6 1678
ci未 11① 1439 8 1499 2 1559 5 1619 7 1679
神 12 1440 9 1500 3 1560 6⑫ 1620 8⑧ 1680
斧西 嘉吉1⑨E] 1441 文亀1⑥⑵ 1501 4③ 1561 7 1621 天和1E1 1681
1-戌 2 1442 2 1502 5 1562 8 1622 2 1682

癸亥 3 1443 3 1503 6⑫ 1563 9⑧ 1623 3⑤ 1683
屮子 文安1⑥（21 1444 水 ih 1(3)L2J 1504 7 1564 益永1[2 1624 貞享10 1684
乙丑 2 1445 2 1505 8 1565 2 1625 2 1685

丙寅 3 1446 3⑪ 1506 9⑧ 1566 3④ 1626 3③ 1686

r卯 4② 1447 4 1507 10 1567 4 1627 4 1687
戊辰 5 1448 5 1508 11 1568 5 1628 儿 W 1 LS 1688

己巳 宝徳1⑩m 1449 6⑧ 1509 12⑤ 1569 6② 1629 2① 1689

庚午 2 1450 7 1510 ノ u亀1囚 1570 7 1630 3 1690
芦未 3 1451 8 1511 2 1571 8⑩ 1631 4⑧ 1691

享徳1⑧m 1452 9④ 1512 3① 1572 9 1632 5 1692

癸酉 2 1453 10 1513 天正1m 1573 10 1633 6 1693

甲戌 3 1454 11 1514 2⑪ 1574 11⑦ 1634 7⑤ 1694

乙亥 康正1④m 1455 12② 1515 3 1575 12 1635 8 1695

〇は閏月 □は元月



干支早見表(2)
r.支 年 号 西暦 年 号 西暦 年 号 西暦 年 号 西暦 年 号 西暦
丙子 1696 ■m 6© 1756 文化13⑧ 1816 明治9 1876 昭和11 1936
rfi； 10② 1697 7 1757 14 1817 10 1877 12 1937

11 1698 8 1758 文政1S] 1818 11 1878 13 1938
ij•卯 12⑨ 1699 9⑦ 1759 2④ 1819 12 1879 14 1939

13 1700 10 1760 3 1820 13 1880 15 1940

辛巳 14 1701 11 1761 4 1821 14 1881 16 1941

丁/r- 15⑧ 1702 12④ 1762 5① 1822 15 1882 17 1942

癸未 16⑧ 1703 13 1763 6 1823 16 1883 18 1943

甲中 宝永1S1 1704 明和1⑫囹 1764 7⑧ 1824 17 1884 19 1944

乙西 2④ 1705 2 1765 8 1825 18 1885 20 1945

3 1706 3 1766 9 1826 19 1886 21 1946

r亥 4 1707 4⑨ 1767 10⑥ 1827 20 1887 22 1947

戊广 5① 1708 5 1768 11 1828 21 1888 23 1948

己丑 6 1709 6 1769 12 1829 22 1889 24 1949
7⑧ 1710 7⑥ 1770 天保 1830 23 1890 25 1950

卞:卯 正徳10] 1711 8 1771 2 1831 24 1891 26 1951

2 1712 安永1〇 1772 3⑪ 1832 25 1892 27 1952

祀 3⑩ 1713 2③ 1773 4 1833 26 1893 28 1953
1"す. 4 1714 3 1774 5 1834 27 1894 29 1954

5 1715 4⑫ 1775 6⑦ 1835 28 1895 30 1955

内屮 'ン:保1②冏 1716 5 1776 7 1836 29 1896 31 1956

J内 2 1717 6 1777 8 1837 30 1897 32 1957

戊戍 3⑩ 1718 7⑦ 1778 9④ 1838 31 1898 33 1958
Li灰 4 1719 8 1779 10 1839 32 1899 34 1959

肝 5 1720 9 1780 11 1840 33 1900 35 1960
r/i； 6⑦ 1721 大明1⑤0] 1781 12① 1841 34 1901 36 1961

rw 7 1722 2 1782 13 1842 35 1902 37 1962

父卯 8 1723 3 1783 14⑨ 1843 36 1903 38 1963
9④ 1724 4① 1784 弘化1回 1844 37 1904 39 1964

乙巳 10 1725 5 1785 2 1845 38 1905 40 1965

1 人n.- 11 1726 6⑩ 1786 3⑤ 1846 39 1906 41 1966

j太 12① 1727 7 1787 4 1847 40 1907 42 1967

戊申 13 1728 8 1788 逼永1[2] 1848 41 1908 43 1968

[w 14⑨ 1729 寛政1(0X1] 1789 2④ 1849 42 1909 44 1969

賊 15 1730 2 1790 3 1850 43 1910 45 1970

斧亥 16 1731 3 1791 4 1851 44 1911 46 1971

r：T 17⑤ 1732 4② 1792 5② 1852 大正1m 1912 47 1972

^ii： 18 1733 5 1793 6 1853 2 1913 48 1973

甲寅 19 1734 6⑪ 1794 安政1⑦E1 1854 3 1914 49 1974

乙卯 20③ 1735 7 1795 2 1855 4 1915 50 1975
元文10] 1736 8 1796 3 1856 5 1916 51 1976

r巳 2⑪ 1737 9⑦ 1797 4⑤ 1857 6 1917 52 1977

戊午 3 1738 10 1798 5 1858 7 1918 53 1978

4 1739 11 1799 6 1859 8 1919 54 1979

庚申 5⑦ 1740 12④ 1800 万延1③[S 1860 9 1920 55 1980

辛酉 寛保1S 1741 享和1E1 1801 文久1[2 1861 1Q 1921 56 1981

1：-戍 2 1742 2 1802 2⑧ 1862 11 1922 57 1982

癸亥 3④ 1743 3① 1803 3 1863 12 1923 58 1983

'f'T- 延享1m 1744 文化1E1 1804 元治1凹 1864 13 1924 59 1984

乙丑 2⑫ 1745 2⑧ 1805 慶応1⑤0] 1865 14 1925 60 1985

内‘由 3 1746 3 1806 2 1866 昭和1m 1926 61 1986

r卯 4 1747 4 1807 3 1867 2 , 1927 62 1987

戊辰 寛延1⑩HI 1748 5⑥ 1808 明治1④13 1868 3 1928 63 1988

己巳 2 1749 6 1809 2 1869 4 1929 平成1[D 1989

庚午 3 1750 7 1810 3⑩ 1870 5 1930 2 1990

す:-未 'kfH \©m 1751 8② 1811 4 1871 6 1931 3 1991

t-中 2 1752 9 1812 5 1872 7 1932 4 1992

癸酉 3 1753 10⑪ 1813 6 1873 8 1933 5 1993

甲戌 4② 1754 11 1814 7 1874 9 1934 6 1994

乙亥 5 1755 12 1815 8 1875 10 1935 7 1995

〇は閏月 □は元月
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